中国海洋大学本科生课程大纲
	课程名称
	日语演讲与辩论
Japanese Speech and Debate
	课程代码
	050304101231

	课程属性
	工作技能
	课时/学分
	32/1

	课程性质
	选修
	实践学时
	

	责任教师
	石田
	课外学时
	


课程属性：公共基础/通识教育/学科基础/专业知识/工作技能，课程性质：必修、选修
一、 课程介绍
1.课程描述：
学生にとって、自分自身の出身地域、研究や専門分野を日本語で説明することは、生活の場や研究室、その他学内における人間関係の構築や研究活動に必要なことである。さらに、日系企業で就職をする場合にも、このような能力が必要になってくるだろう。また、さまざまな場に応じたスピーチスタイルを意識することも重要である。　　　
この科目では、受講生が自分の出身地や研究内容などを説明するのに必要な語彙を学び、フォーマルな、あるいは、アカデミックな場に適した表現やスタイルで話すことを繰り返し練習する。また、プレゼンテーションの活動ではスライドを作成し、これらを使ったプレゼンテーションを行う。
2.设计思路：
自己紹介、出身地の地理と気候、産業と貿易、日本との関係、専門（研究計画）の五つのテーマについて、以下のプロセスを繰り返し行う。

1) テーマについて話すのに使える文型、語彙、表現の導入

2) テーマについてクラスメートとの会話（ブレインストーミング）

3) フォーマルな／アカデミックなスピーチ／プレゼンテーションの表現の導入

4) スピーチ／プレゼンテーション原稿の作成

5) スピーチ／プレゼンテーション原稿のフィードバックと見直し

6) スピーチ／プレゼンテーションの練習

7) スピーチ／プレゼンテーション実施（質疑応答、ピア評価、ビデオ録画）

以上のプロセスを繰り返しながら、それぞれの受講生が自分にとって必要な語彙が習得できるよう、インターネットサイトなどを利用して、「自分の語彙リスト」を作成する。また、最終週に、自分の将来の計画について短いスピーチをしてもらう。
二、课程目标
フォーマルな、あるいは、アカデミックな場で、自分自身のことを日本語で説明できるようになることを目指す。自分自身のこととは、出身地とその地理・社会・経済・文化、自身の研究や専門分野、将来のビジョンなどを指す。
三、学习要求
スピーチやプレゼンテーションを学ぶ為　中級以上の会話能力は必須。また、日本語能力試験1級に合格していることが望ましい。
四、教学进度 
第１回 コース・オリエンテーション／自己紹介のスピーチを改善する(1)

授業内容の概略を説明する

自己紹介のスピーチをする

自己紹介のスピーチの内容を検討し、語彙や表現を学習する

自己紹介のスピーチ原稿を作成する（宿題）

第２回 自己紹介のスピーチを改善する(2)

自己紹介のスピーチ原稿を見直す

自己紹介のスピーチを練習する

自己紹介のスピーチを実施する（質疑応答、ピア評価、ビデオ録画）

第３回 自己紹介スピーチを改善する(3)／自分の出身地の地理と気候を紹介する(1)

自己紹介のスピーチの録画を見ながらフィードバックを受ける

地理と気候を説明するのに必要な語彙や表現を学習する

自分の出身地域の地理と気候についてクラスメートと会話する

地理と気候を紹介するプレゼンテーション原稿を作成する（宿題）

第４回 自分の出身地域の地理と気候を紹介する(2)

地理と気候を説明するプレゼンテーション原稿の見直しをする

アカデミックなプレゼンテーションの表現を学習する

視覚資料（スライド）を作成する（宿題）

第５回 自分の出身地域の地理と気候を紹介する(3)

 プレゼンテーションの練習をする

プレゼンテーションを実施する（質疑応答、ピア評価、ビデオ録画）

録画を見ながらフィードバックを受ける

第６回 自分の国（または出身地域）の産業と貿易について紹介する(1)

産業と貿易を説明するのに必要な語彙や表現を導入する

自分の国の産業と貿易についてクラスメートと会話する

産業と貿易を説明するプレゼンテーション原稿を作成する（宿題）

第７回 自分の国（または出身地域）の産業と貿易について紹介する(2)

産業と貿易を説明するプレゼンテーション原稿の見直しをする

アカデミックなプレゼンテーションの表現を学習する

視覚資料（スライド）を作成する（宿題）

第８回 自分の国（または出身地域）の産業と貿易について紹介する(3)

プレゼンテーションの練習をする

プレゼンテーションを実施する（質疑応答、ピア評価、ビデオ録画）

録画を見ながらフィードバックを受ける

第９回 自分の国と日本の関係について説明する(1)

政治、経済、文化的交流を説明するのに必要な語彙・表現を導入する
自分の国と日本の関係についてクラスメートと会話する

自分の国と日本の関係について説明するプレゼンテーション原稿を作成する（宿題）

第１０回 自分の国と日本の関係について説明する(2)

自分の国と日本の関係について説明するプレゼンテーション原稿の見直しをする

視覚資料（スライド）を作成する（宿題）

第１１回 自分の国と日本の関係について説明する(3)

プレゼンテーションの練習をする

プレゼンテーションを実施する（質疑応答、ピア評価、ビデオ録画）

録画を見ながらフィードバックを受ける

第１２回 私の専門（研究計画）について説明する(1)

自分の専門（研究計画）を説明するのに必要な語彙、表現を学習する

自分の専門（研究計画）についてクラスメートと会話する

自分の専門（研究計画）のプレゼンテーション原稿を作成する（宿題）

第１３回 私の専門（研究計画）について説明する(2)

自分の専門（研究計画）のプレゼンテーション原稿の見直しをする

視覚資料（スライド）を作成する

プレゼンテーションの練習をする

第１４回 私の専門（研究計画）について説明する(3)

プレゼンテーションの練習をする

プレゼンテーションを実施する（質疑応答、ピア評価、ビデオ録画）

録画をみながらフィードバックを受ける

第１５回 将来の計画について話す

自分の将来の計画についてクラスメートと話す

自分の将来の計画についてスピーチ原稿を作成する

自分の将来の計画についてスピーチをする
五、参考教材与主要参考书
 1、选用教材：
国際交流基金関西国際センター編（2005）『初級からの日本語スピーチ－国・文化・社会についてまとまった話をするために－』凡人社
2、 主要参考书：

三浦香苗・他（2006）『アカデミックプレゼンテーション入門－最初の一歩から始める日本語学

習者と日本人学生のための－』 ひつじ書房
六、成绩评定
（一）考核方式   D   ：A.闭卷考试 B.开卷考试 C.论文 D.考查 E.其他
（二）成绩综合评分体系： 
	成绩综合评分体系
	比例%

	1. スピーチ・プレゼンテーションの原稿の提出
	30

	2. スピーチ・プレゼンテーション（全６回）
	60

	3.「自分の語彙リスト」の作成と提出
	10

	总计
	100


七、学术诚信
学习成果不能造假，如考试作弊、盗取他人学习成果、一份报告用于不同的课程等，均属造假行为。他人的想法、说法和意见如不注明出处按盗用论处。本课程如有发现上述不良行为，将按学校有关规定取消本课程的学习成绩。
 
八、大纲审核

教学院长：                               院学术委员会签章：
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